
150　C，

誓
　
愚
　
研
　
魔
　
　
第
三
十
三
蟹

彙

報

　
　
　
　
　
京
都
哲
翻
禽
款
期
公
開
講
演
曹

　
京
都
哲
學
曾
は
十
一
月
十
口
午
後
｝
時
よ
り
丈
科
∵
大
暴
第
九
教
室
に
於
て

秋
期
公
開
講
演
會
を
開
き
、
左
の
講
演
あ
り
。
藤
代
…
學
長
を
初
め
、
諸
教
官

學
士
、
學
生
、
そ
の
他
の
會
員
及
び
一
般
聴
講
春
壁
に
充
て
り
。

　
　
　
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
ソ
ク
ラ
〔
ア
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
想
士
波
多
野
騎
一
君

　
　
　
　
寅
那
思
想
史
よ
り
見
た
ろ
河
南
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
椰
士
　
服
部
宇
之
吉
君

　
右
飾
講
演
後
、
　
午
後
六
蒔
よ
塾
醸
生
集
曾
所
に
於
て
、
服
部
櫨
叫
士
掘
迎
の
晩

餐
會
を
開
き
、
丈
科
大
學
諸
教
官
、
諸
學
士
等
骨
餓
名
繊
臥
せ
リ
。

　
　
　
　
　
心
理
學
譲
繋
争

　
十
見
†
囚
日
午
後
三
博
牛
よ
り
心
理
學
實
論
｝
揚
に
於
て
例
會
を
附
き
左
の

講
演
あ
り
。

　
　
　
　
ご
ρ
ぐ
匂
。
O
ロ
の
爾
眼
観
現
象
に
閣
…
す
る
一
一
一
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
黒
閏
源
次
君

　
　
　
　
内
部
的
知
錐
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
務
　
盗
　
理
　
作
君

冠
禽
謬
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

　
十
月
背
五
臼
∵
午
後
六
購
よ
η
’
墨
・
生
集
會
携
に
於
て
例
曾
を
關
…
き
、
　
左
の
講

演
あ
”
。

　
　
　
丈
甥
と
褻
退
の
法
期
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沓
澤
吉
太
郎
潜

薪
著
紹
介

哲
入
ブ
ル
ノ
愁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
交
攣
士
　
悶
　
本
　
篠
　
彦
著

　
ζ
の
穫
は
著
者
が
丈
科
大
峻
在
學
中
、
受
験
の
爲
に
、
自
か
ら
題
を
撰
ん

で
物
し
て
置
い
た
の
を
、
　
薗
號
に
欝
い
た
蕃
情
の
下
に
、
こ
の
た
び
公
刊
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ノ
オ
は
、
近
世
暫
攣
の
先
羅
渚
中
、
最
も
偉
大
な
る
も
の
、
一
人
で

あ
る
。
本
書
の
巻
頭
に
、
朝
・
氷
、
・
西
田
爾
…
三
士
が
心
を
籠
め
た
序
交
を
添
へ

て
居
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
紳
即
に
守
れ
ば
、
プ
ル
ノ
オ
の
哲
學
に
は
大
触
皿
二
つ

の
様
籾
が
有
っ
て
、
そ
の
一
面
に
よ
っ
て
、
彼
れ
は
ス
ピ
ノ
オ
ザ
の
先
駆
者
【

と
な
唄
、
　
他
の
一
面
に
よ
っ
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
先
駆
を
爲
し
て
み
る
。
本

書
K
よ
れ
ば
、
　
ブ
ル
ノ
オ
は
一
五
四
八
年
に
、
以
太
利
の
南
部
、
ゴ
ス
ビ
ァ

ス
火
山
の
西
記
に
當
る
ノ
ラ
と
害
ふ
、
南
鰍
の
美
に
充
ち
滴
ち
た
町
に
生
れ

た
入
で
あ
る
。
十
四
五
歳
の
炎
に
蓮
し
て
、
　
ナ
ポ
リ
の
俗
院
に
身
を
委
ね
、

こ
あ
で
天
丈
、
数
崇
、
哲
學
を
研
究
し
、
又
詩
や
劇
を
作
っ
た
が
、
暫
八
歳
の
時

異
端
の
宣
告
を
受
け
て
、
　
ロ
オ
マ
に
走
っ
て
以
來
、
誠
に
漣
り
草
の
如
く
、
以
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